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平成２５年第４回川本町議会定例会会議録
（第１日目）平成２５年１２月 ６日 午前９時３０分開議

議 長 おはようございます。

定刻となりましたので、ただいまより本会議を開きます。

々 本日、平成２５年第４回定例会が招集されましたところ、ご多忙の中、ご

出席をいただきまして誠にありがとうございました。

々 ただいまの出席議員数は８名であります。定足数に達しておりますので、

会議は成立いたしました。

々 これより、平成２５年第４回川本町議会定例会を開会致します。

々 本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりでございます。

々 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により議長におきまして、

６番青木議員、８番圓山議員を指名致します。

よろしくお願いを致します。

々 日程第２「会期の決定」の件を議題と致します。

本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会において協議されておりま

。 、 「 」（ ）す その結果につきましては お手元に配布しております 審議予定表 案

のとおり、本日６日から１１日までの６日間とし、本日は諸般の報告、町長

の行政報告、議案の提案及び提案理由の説明、全体審議の質疑を行います。

全ての議案は１１日、最終日の本会議で討論・採決を行う予定としており

ます。本日は、本会議を挟んで、全員協議会を開催し、その後、議会運営委

員会を開催する予定となっております。

々 ９日は休会と致します。

々 １０日は本会議を開き、一般質問を行います。

本会議に引き続き、議会運営委員会を開催致します。

々 １１日は最終日になりますが、午後３時より本会議を開き、全体審議の討

論を行い、採決となります。本会議終了後、直ちに広報発行対策調査特別委

員会の開催予定となっております。
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議 長 以上、この予定（案）のとおり決定することに、ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。

々 よって、本定例会の会期は、本日６日から１１日までの６日間とすること

に決定致しました。

なお、一般質問の通告は、本日の午後１時までとなっておりますので、申

し上げておきます。

々 日程第３「諸般の報告」を行います。

議長としての報告事項は、お手元に配布しております「議長報告、議員派

遣の件」のとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

々 以上で「議長報告」を終わります。

々 以上で「諸般の報告」を終わります。

々 日程第４「町長行政報告」を行います。番外三宅町長。

番外 皆様、おはようございます。

三宅町長 平成２５年第４回町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様に

は、万障お繰り合わせのうえ、ご出席を賜り誠にありがとうございます。

早いもので、今年も余すところ一ヶ月足らずとなりまして、美しく色づい

ておりました仙岩寺付近の紅葉を中心とした景観も、早めの冬支度に入った

ものと感じられる今日この頃であります。

おかげさまで、今年度計画しております各事業は、概ね順調に推移してい

るところであります。これもひとえに町民の皆様をはじめ、議員各位の深い

ご理解とご協力の賜であり、厚くお礼申し上げます。

開会にあたり、諸議案の説明に先立ちまして諸般の事項についてご報告申

し上げます。

々 国におきましては、現在、米の生産調整、担い手への農地集積、日本型直

接支払いなど、農業政策の見直しが進められており、また、ＴＰＰについて

は、年内の妥結を目途に、交渉が続けられております。このような大きな見

直しや変革にあたっては、本町のような中山間地域の農業の実情を踏まえて

検討されるよう、引き続き、国に要請してまいります。同じく、国において

進められております社会保障制度改革につきましても、地方の実態を反映し

て改革されるよう、国に求めてまいります。

本町の経済に目を向けますと、日銀の金融緩和や円安などの恩恵を即座に

享受しながら、回復基調にある都市部の経済に比べますと、回復が実感でき
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番外 る状況になく、なお厳しい状況が続いております。

三宅町長 こうした中、政府は、来年４月以降、消費税の３％引き上げを決定しまし

たが、同時に投入されます新たな経済対策が、地方の実情に配慮されたもの

となりますよう、期待しているところであります。

々 次に、この夏に発生した豪雨被害への対応状況について、申し上げます。

。 、１１月末までに被害査定が終了いたしました 公共土木施設につきましては

１５箇所、復旧事業費は６，６７０万円、農地・農業施設につきましては、

２７箇所、復旧事業費は３，１１０万円となりました。今月から順次、工事

に着手してまいります。

また、林地崩壊防止対策工事２箇所、６６８万円につきましては、１０月

末に発注を終えております。

いずれとも、早期復旧に努めてまいります。

々 主要地方道温泉津川本線につきましては、８月２４日の豪雨により地すべ

りが発生し、長期間にわたり全面通行止めとなっておりましたが、仮設防護

柵の設置が終了し、１１月２９日から、片側交互通行により通行が可能とな

りました。今後は、全面復旧に向けて、地すべりの調査を基に、対策工法が

検討される運びとなっております。

また、同じ日の豪雨により被災しました一級河川濁 川堤防の河川災害復
にごりがわ

旧工事につきましては、１０月末に復旧工事が発注されました。来年の出水

期までには、復旧される見込みであります。

々 次に、三江線の復旧について、であります。

江津～浜原間で代替えバスによる運行措置がとられている三江線につきま

しては、ＪＲ西日本や県などの関係者のご努力により、復旧に向けた調整が

進められているところであります。

近いうちに復旧に向けた行程が公表されるものと思いますが、一日も早い

、 。復旧に向け 町としても沿線６市町等と共に支援していく事としております

また、この間におきましても利用の促進や運転再開に向けた支援を進め、

今後とも活性化に取り組んでいく事としております。

々 先般、読売新聞社主催の全国小中学校作文コンクールにおいて、川本小学

校６年の上坂 優菜（うえさか ゆうな）さんが、県の最優秀賞を受賞されま

した。タイトルは「未来に輝けイズモコバイモ」で、優れた感性により、本

町の伝統文化や故郷への愛着と誇りがちりばめられた文章に、深い感銘を受

けるとともに、本町のすばらしさを改めて確認し、それを次世代に引き継い

でいくことの責務と決意を強くしたところであります。

先般、庁議におきまして、平成２６年度の予算編成に向けて、安全・安心な

活力を求めながら、総合計画をベースに全庁的な視点を持ち、本町ならでは
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番外 の強みを発揮し、小さな町だからできる施策を打って、短期課題はスピーﾄﾞ

三宅町長 感をもって、長期課題は計画的に、取り組むことを指示したところでござい

ます。限られた財源の効率的かつ重点的な配分と、新規事業による財源の捻

出に努め、予算編成を行ってまいります。

、 、また そのために必要不可欠な財源であります地方交付税につきましては

「地方があって国がある」という安倍総理の発言を信頼し、小規模自治体へ

の配慮を求めているところであります。

々 平成２６年度の川本町当初予算編成方針について、ご説明申し上げます。

本町では、１４年度から財政健全化計画に基づき、徹底した歳出削減や歳

入確保に努め、財政健全化に取り組んできたところであります。２４年度普

通会計決算では、実質収支が約７千万円の黒字となり、財政運営の主な目安

とされます実質公債費比率は、１８．５％、将来負担比率は、３４．９％と

なりました。しかし、経常収支比率は、９５．７％、前年度比１．１ポイン

ト上昇し、依然として危険ラインの９０％を上回っております。

この２４年度決算を基に財政推計した２６年度の収支見通しは、７千２百

万円の財源超過が見込まれます。

しかし、今後の社会経済情勢や、社会保障と税の一体改革、地方財政対策

をはじめとする国の予算動向など、不透明な要素が多いことから、取り分け

特別交付税を堅めに見積もった推計としておりますが、２７年度以降、財政

調整基金の取り崩しが、必要な場合も想定されます。

このように、本町を取り巻く財政状況は極めて厳しい状況にありますが、

第５次川本町総合計画の４本柱であります 「医療福祉の充実 「雇用の場、 」、

の確保 「居住空間の整備 「子ども教育の充実」の施策を達成するため、」、 」、

、 。成果指標を設定した重点事業を 着実に推進していきたいと考えております

実現に向けて 『行財政改革の推進 『町民ニーズを反映した施策展開 、、 』、 』

『一般財源の前年度確保 『特別会計の独立採算制 『地方債発行額の抑』、 』、

制』を基本方針に掲げ、各分野における事務及び事業について、その内容及

び性質に応じた必要性、効率性等の観点から見直しを行うとともに、事業の

実効性を高める取り組みを行う事としております。

また、私の任期であります４年間の半分を経過したところで、来年度を迎

える事となります。これまで訴えてまいりましたことや、実現しようとして

おりますことの課程あるいは進捗状況等を、まず、私自身が町長という立場

でしっかりと振り返り、更には検証し、トップセールスも含め 「つながり、

とぬくもりの中で豊かに暮らせるまち」づくりに向けた取り組みを、加速化

していきたいと考えております。

々 それでは、町行政の主な動きにつきまして順次ご報告申しあげます。

、「 」 、々 まず 特色を活かした活力あふれる産業のまち に関する動きについて
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番外 であります。

三宅町長

々 はじめに、農業振興について、申し上げます。

最初に、水稲の作柄状況についてでありますが、今年度の県の作況指数は

１０３で「やや良」であり、全国的には、２４年度からの繰越と相まって、

今年度も供給過剰になるのではないかとの見通しが出ております。しかしな

がら、邑智郡内全体では、猛暑と災害などの影響から品質と数量の低下が見

られております。上位等級比率は、ＪＡ島根おおち管内平均で７９．０％、

． 。 ．川本支所管内６９ ８％となる見込みであります ２４年度の管内平均９１

１％、川本支所管内８５．５％に比べても厳しい状況となっております。

町の推奨作物でございますエゴマの栽培面積につきましては、１２．２ｈ

ａであり、年々増加の傾向にあります。

また、西条柿につきましては、春先の遅霜の影響により１．５トンと、平

年を大きく下回った状況となっています。

今後も、国の農業政策の動向に注視しながら、農業行政に努めてまいりま

す。

々 次に、畜産振興について、申し上げます。

１０月２６日に予定されておりました、島根県種畜共進会に、邑智郡代表

として本町から、釣釜 さゆり（つりがま さゆり）さん育成の「ふくあお

い」号を出品する予定でありましたが、大型台風接近により本年度は中止と

なりました。

子牛市場は値上げ傾向にありますが、飼料価格は高止まりが続いておりま

して、引き続き、畜産経営の安定化に向けて支援してまいります。

々 次に、商工業の振興について、申し上げます。

１１月１３日に、公益財団法人しまね産業振興財団との間で「川本町の産

業振興に関する包括的業務協力協定書」を締結しました。

今後、情報提供や相談対応の促進など、この協定を積極的に活用し、町内

産業の振興支援に努めてまいります。

また、１０月９日から、弓市商店会を事業主体として、川本町商工業協同

組合、川本町商工会等の支援による、電子広告媒体を利用した買い物支援シ

ステム「てごデジくん」の運用が開始されました。買い物支援の新しい取り

組みとして、今後の展開に期待しております。

々 次に、観光振興について、申し上げます。

県内１１町村による「輝けイレブン・しまね町村フェスティバル」が１０

月５日、６日、松江市において 「坂町・川本町特産品フェア」が１１月９、

日、１０日、坂町においてそれぞれ開催され、本町の産品のアピールに努め

たところであります。
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番外 また、１１月３日には、３７回目となります川本町産業祭が開催されまし

三宅町長 た。あいにくの雨のために、小学校の鼓笛隊パレード等をはじめとする、一

部のイベントは中止となりましたが、テント市等は予定どおり開催され、多

くの来場者の皆さんに楽しんでいただきました。

々 続いて 「便利で快適に暮らせる基盤が整うまち」に関する動きについて、

であります。

々 はじめに、住宅整備について、申し上げます。

最初に、町営住宅の整備についてでありますが、社会資本整備総合交付金

の内示を受けまして、１１月２５日に、正田団地５戸の改善工事の入札を行
しょうだだんち

い、３月下旬までの工事期間として発注しました。また、五反田団地の高架
ご た ん だ だ ん ち

水槽の取り替え修繕、改良住宅の屋上防水改修工事も併せて入札を行い、２

月下旬の完成を目指し発注いたしました。

今後も、便利で快適に暮らせる住環境の整備に努めてまいります。

々 次に、住宅整備や空き屋対策についてでありますが、定住の促進やこれか

らのまちづくりを進めていくうえには、良質な住宅の整備や空き屋対策が、

重要な課題であると考えております。

これらの施策を進めるために、先に内閣府より採択されました特定地域再

生事業を活用して、町民の住宅に対するニーズや、町内の空き屋などの実態

を調査していく事と致しました。

この結果等を参考として、定住住宅の整備や空き屋対策を進める事として

おります。

々 次に、道路整備について申し上げます。

、 、 、川本大橋歩道設置工事につきましては ２６年度中の完成に向けて 現在

橋 脚１基分の張り出し工事が行われております。今年度末には、歩道橋の
きようきやく

上部工についても発注される予定でありますが、実際の工事は２６年度にな

る見込みであります。

また、大橋の前後区間の歩道整備につきましては、現在、調査設計が行わ

れている状況であります。

々 次に、簡易水道事業について、申し上げます。

簡易水道再編推進事業並びに地域の元気臨時交付金を活用して整備する、

各水道施設の稼働状況等を役場庁舎で集中監視できる、遠方監視システム工

事につきましては、１１月に町内全域のシステム整備工事を発注し、年度内

の完成に向けて工事を進めております。

来年４月の運用開始後は、施設の一体的管理を行うとともに、安心できる

水道水の安定供給を図ってまいります。
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番外 続いて 「安心して暮らしやすい生活環境のまち」に関する動きについて、

三宅町長 であります。

々 はじめに、交通対策について、申し上げます。

現在、本町のこれからの公共交通サービスを考える地域公共交通計画の策

定を進めております。実施いたしましたアンケートの分析等を重ね、年内に

は計画案を固めたいと考えております。

この計画を基に、２６年度以降のスクールバスやデマンド交通を運営して

いく事としております。

具体的な内容につきましては、議会の皆様や関係の皆様方との協議を重ね

まして、来年４月からの新たな運行につなげる予定としておりますので、ご

理解とご協力のほどよろしくお願い致します。

々 次に、地域情報化について、申し上げます。

県により実施していただいておりますタブレット端末を活用した初心者向

けの講習会は、多くの皆様にご参加いただき、好評のうちに現在、２回目の

講座を開催しているところであります。この講習会をきっかけに、多くの方

々に新しい形で、インターネットの世界に接していただく事ができるのでは

ないかと考えております。

年明けには、３回目の講座を予定しておりますので、初めてインターネッ

トに接する方を含め、より多くの皆様に、インターネットなど、高度情報化

技術の活用方法に触れていただきたいと思っております。

今回の講座などにより、光通信サービス利用も含め、インターネット利用

者の拡大につなげていきたいと考えております。

々 次に、防災対策について、申し上げます。

１１月３日に、産業祭の会場において、川本町商工会、川本町建設業協会、

株式会社Ａコープ西日本それぞれと、災害時における応援協力協定を締結い

たしました。この内容は、町内において災害が発生し、又は発生する恐れの

ある場合、食糧等の生活関連物資の確保、及び災害発生時の緊急交通確保、

並びに緊急人命救助のための障害物除去等の応援対策業務について、協力い

ただくものであります。

引き続いて、１２月１８日には、応援生活物資供給支援協定を、生活協同

組合しまねとの間で、また、１２月２０日には、災害時優先電話である特設

公衆電話の設置・利用に関する覚書を、西日本電信電話株式会社との間で、

締結する事としております。

併せまして、防災意識の高揚に一層積極的に取り組むとともに 「自分た、

ちの地域は自分たちで守る」という防災の原点に立って、自主防災組織の推

進を支援し、防災機関と町民が一体となった、総合的な防災体制の確立に努

めてまいりたいと考えております。今後とも、町民の皆様が安全・安心に暮
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番外 らしていけるよう、ハード・ソフト両面での対応を図ってまいります。

三宅町長

々 次に、防犯対策について、申し上げます。

川本警察署や地域安全推進員をはじめ、防犯ボランティアの方々と連携を

図り、防犯パトロールを行い、地域の防犯活動に取り組んでいるところであ

ります。

このたび、島根県防犯連合会から無償貸与されました防犯カメラ１基を含

めた３基を、小中学生や高齢者等の通行が多い、弓市、三島、因原地区に設

置する予定としております。この内２基につきましては、ふるさと思いやり

基金を充当して、町が設置することとしており、今後も、安全・安心なまち

づくりを一層推進してまいります。

々 続いて 「みんなが健康で安心にいきいきと暮らせるまち」に関する動き、

についてであります。

々 はじめに、地域医療について、申し上げます。

今年度、社会医療法人仁寿会によりますドクターカーの導入、電子カルテ

の整備、介護予防事業に対する支援を予定しており、これにより、町民の一

層の健康増進を図ってまいります。

今後も、地域医療機関との連携を強化し、町民が住み慣れた地域の中で、

安心して生活できる環境の整備に努めてまいります。

々 次に、特定健診・特定保健指導について、申し上げます。

生活習慣病の発症や重症化の予防に向け、実施しております特定健診の受

診率は、現在３６％となっております。

今後も、受診率の向上を目指し、未受診の方を対象に、医療機関での個別

受診を促してまいります。

また、肺がん、呼吸器系疾患の早期発見のため、今年度、あらたに胸部Ｃ

Ｔ検診を実施しましたところ、３８名の方が受診されました。

生活習慣病の該当者や、予備群の方等を対象とした特定保健指導は、積極

的支援５名、動機付け支援１８名が対象であり、対象者は昨年度より減少し

ており、今までの取り組みの成果が出てきているものと受け止めております

が、引き続き予防対策を進めてまいります。

々 続いて 「夢や希望をはぐくむ教育・文化のまち」に関する動きについて、

であります。

々 はじめに、学校教育について、申し上げます。

小学校５，６年生と中学校２年生を対象に、夢や目標を持つことの大切さ

を学ぶ事業を行ったところであります。１０月１１日には、島根スサノオマ
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番外 ジックの現役プレーヤーである朴 航生（ぼく かずなり）選手と末松 勇人

三宅町長 （すえまつ ゆうと）選手を講師として招いた 「トップアスリート事業」、

を、また、１０月１６日には、サッカー元日本代表の波戸 康広（はと やす

ひろ）さんを夢先生として招いた「夢の教室事業」を開催しました。子ども

たちは、一流アスリートによる運動指導や体験談を通して、フェアプレー精

神で仲間と協力をすることや、夢や目標に向けて努力する意識や態度を学ぶ

ことができました。

、 、 、 、また 今年度から 小学校の児童を対象に 学校で学んだことを振り返り

家庭での学習方法を身につける、自学教室を開催しております。

小学校での学習は、中学校の基礎・土台となるものであり、好きな教科だ

けでなく、苦手な教科の自学方法を身につけ、児童一人ひとりの学力向上を

目指してまいります。

々 次に、学校給食センターの建設について、申し上げます。

１０月末に設計が完了し、現在、建設着工に向けた準備を進めているとこ

ろであります。

施設部分は年度内の完成を目指し、来年度には、外構工事と給食配送車両

などを整備した上で、２６年９月にはクックチル機能を備えた、地域食材を

有効に活用する学校給食センターとして、供用を開始したいと考えておりま

す。

々 次に、社会教育について、申し上げます。

１１月に、小学生を対象として、学社連携・融合事業「みんな元気かわも

とっ子プロジェクト」を充実し、昨年度に引き続き縄跳びの日本チャンピオ

ンであります三村 大輔（みむら だいすけ）さんによる縄跳び教室や、スト

リートダンサーのリッキーさんによるダンス教室を開催しました。

また、子どもたちの体力向上に向け実施しております「子どもの体力向上

支援事業」では、社会体育専門員による小学校での運動指導に加えまして、

今年度からはスポーツ少年団の練習前の運動指導も実施し、体力増進に向け

一層の努力を行っております。

々 次に、文化振興について、申し上げます。

９月２８日に、悠邑ふるさと会館大ホールで、日本を代表するフルート演

奏者である、工藤 重典（くどう しげのり）さんを中心とした、木管５重奏

の演奏会を開催いたしました。また、来年の２月２日には、海田陸上自衛隊

音楽隊を招いての公演を予定しているところであります。

今後も、町民の皆様に優れた音楽を提供し、文化の香りあふれるまちづく

りに努めてまいります。

々 続いて 「人と人が支え合う協働のまち」に関する動きについてでありま、
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番外 す。

三宅町長

々 はじめに、島根中央高校魅力化について、申し上げます。

島根中央高校の一層の魅力化事業につきましては、高校と連携して強化し

てきております。県外での生徒募集に加えて、新たな取り組みとして、美郷

町での「しまちゅうフェア」の開催や、美郷町・江津市桜江町での産業祭へ

の参加などを行いました。

これらの活動によりまして、周辺住民の方々に、島根中央高校の活動の様

子を、一層理解していただけたのではないかと考えております。

部活動におきましても、生徒の活躍が目覚ましく、先の東京国体では、少

年女子カヌースプリントで３位入賞を果たし、また、１１月に行われました

、 。日本管楽合奏コンテストに出場しました吹奏楽部は 優秀賞を受賞しました

これらの活動や活躍により、入学者の増加につながっていくことを期待し

ております。

々 次に、集落対策について、申し上げます。

島根県中山間地域活性化計画に基づく重点支援地区となった三原地区で

は、県中山間地研究センターなどの協力の下、三原連合自治会と連携して、

集落課題の解決に向けた話し合い活動などが開始されました。

今後は、これらの活動を町内他の地域にも広げていきたいと考えておりま

すが、まずは町内でワークショップなどを行い、地域課題の把握などに取り

組んでいきたいと考えております。

その結果を基に、来年度の集落対策に繋げていく事としております。

々 今定例会に提案しました案件は、条例案件２件、予算案件４件、その他案

件３件であります。

後ほど、担当課長から、これらの説明をさせますので、慎重なご審議をい

ただき、適切な議決を賜りますようお願い申し上げまして、行政報告とさせ

ていただきます。

議 長 以上で 「町長行政報告」を終わります。、

々 お諮り致します。

日程第５「議案第７６号、川本町営住宅設置管理条例の一部を改正する条

例の制定について」から、日程第１３「議案第８４号、公の施設の指定管理

者の指定について」までを一括議題にしたいと思いますが、これにご異議は

ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。
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議 長 よって、そのように「決定」致しました。

々 執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めますが、今議会におき

、 。ましては 提案説明者並びに事務局長からの議案書の朗読は省略いたします

それでは執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めます。

々 始めに、日程第５「議案第７６号」から、日程第６「議案第７７号」につ

いて説明を求めます。番外鈩町民生活課長。

。 「 」 。番外鈩町民 おはようございます それでは 議案第７６号 について説明を致します

生活課長 この議案は 「川本町営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定につ、

いて」であります。３ページをお開き下さい。議案説明資料により説明しま

す。改正の概要でございますが、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護

に関する法律の一部改正に伴う規定の整備を行うものでございます。法改正

に伴いまして、法律の適用対象が拡大されることに併せ、町営住宅への優先

入居の対象範囲を拡大するものでございます。現行では配偶者［血縁関係に

ある者を含む］からの暴力を受けた者でございますが、これに生活の本拠を

共にする交際相手から暴力を受けた者という文言を追加するものでございま

す。この※（こめじるし）１については、内縁状態とは、婚姻の条件である

「 」、「 」、「 」 、「 」 。婚姻意思 共同生活 届出 のうち 届出 がない状態を言います

それから※（こめじるし）２でございますが、生活の本拠を共にする交際

とは 「婚姻意思 「届出」がなく 「共同生活」を送っている状態を言い、 」、 、

ます。

附則と致しまして、この条例は、平成２６年１月３日から施行するもので

ございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

々 続きまして 「議案第７７号」について説明を致します。、

この議案は 「川本町営改良住宅管理条例の一部を改正する条例の制定につ、

いて」であります。３ページをお開き下さい。議案説明資料により説明しま

す。改正の概要につきましては、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護

に関する法律の一部改正に伴う規定の整備を行うものでございます。法改正

に伴いまして、法律の適用対象が拡大されることに併せ、改良住宅への優先

入居の対象範囲を拡大するものでございます。改正内容につきましては、先

ほどの「第７６号」と同じでございますが、生活の本拠を共にする交際相手

からの暴力を受けた者を付け加えるものでございます。

附則と致しまして、この条例は、平成２６年１月３日から施行するもので

ございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。
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議 長 次に、日程第７「議案第７８号」について説明を求めます。

番外木村総務財政課長。

番外木村総 それでは「議案第７８号」について、ご説明を申し上げます。

務財政課長 本議案は「平成２５年度川本町一般会計補正予算（第５号 」で、歳入歳出）

それぞれ７３，５１４千円追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

４，１５９，３８３千円とするものでございます。

１８ページをお開き下さい。

まず、歳出でございますが、総務費の、ふるさと会館搬入口屋上雨漏り修

繕工事１，７００千円は、ふるさと会館も搬入口の屋上の雨漏りを修理する

ための経費でございます。

続いて、ふるさと会館管理費１，０９４千円は、灯油単価の上昇によりま

す燃料費の増、及び会館の老朽化に伴う修繕費等の増加に伴う経費でござい

。 、ます 島根県条例制定直接請求署名簿審査事務費２５０千円につきましては

島根県エネルギー自立地域推進基本条例制定請求に係ります署名簿の審査に

伴う経費でございます。

それから民生費の障害者福祉費９，３９０千円につきましては、介護給付

。 ，費自立支援医療費等が増加したためのものであります 続いて生活保護費５

６０４千円につきましては、医療扶助費等の増加に伴うものでございます。

スプリンクラー等設置事業補助金２，８６１千円につきましては、小規模多

機能施設であります「ふくろうの里」にスプリンクラーを設置する経費に対

する補助金であり、財源につきましては県からの１０分の１０の補助であり

ます。

続きまして農林水産費の指定管理者施設修繕負担金２９４千円につきまし

ては 「道の駅インフォメーションセンターかわもと」の自動ドアの取替を、

行うものでございます。

土木費ですが、県改良事業費負担金４，５００千円につきましては、県道

仁摩邑南線 矢谷地内、芋畑口付近の拡幅工事に伴う負担金でございます。

、 ， 、教育費ですが 学校給食センター工事費５３ ９５４千円につきましては

設計額の確定に伴う工事費の増額であります。それから学校給食センター整

備事務費１，２８４千円につきましては、学校施設環境整備改善交付金の交

付決定に伴う事務費の増額であります。それからスクールバス・マイクロバ

ス修繕費８７９千円につきましては、バスの老朽化に伴う修繕費の増加でご

ざいます。それから図書館システム更新費１，５７５千円につきましては、

図書館システムが新システムに替わりますので、それに伴うデータ抽出のた

めの経費でございます。

１７ページをお開き下さい。

歳入でございますが、町税の国有資産等所在市町村交付金及び納付金２，

３９９千円につきましては、県の教職員宿舎に伴う交付金の増額でございま

す。



- 13 -

番外木村総 国庫支出金の学校施設環境改善交付金８８，８０６千円につきましては、

務財政課長 給食センターの建設工事に伴う交付金の交付決定により増額するものでござ

います。障害者自立支援給付費負担金４，１７０千円につきましては、介護

給付費自立支援医療費等が増加したものによるものでございます。それから

生活保護費負担金４，２０３千円につきましては、これは医療費扶助費等の

増加に伴うものでございます。

県支出金の障害者自立支援給付費負担金２，０８５千円につきましては、

介護給付費自立支援医療費等が増えたもので伴うものでございます。それか

， 、らスプリンクラー等設置費用助成事業補助金２ ８６１千円につきましては

小規模多機能施設であります「ふくろうの里」にスプリンクラーを設置する

経費に対する補助金であり、補助率は１０分の１０であります。それから島

根ＣＯ２吸収認証制度補助金４２０千円につきましては、県が認定をします

、 ．森林のＣＯ２吸収量に基づくもので 対象は田窪及び三原地区の間伐事業６

３７ｈ に対するものであります。それから署名簿審査委託金２５０千円にa
つきましては、島根県エネルギー自立地域推進基本条例制定請求に係る署名

簿の審査に対する委託金であります。

町債につきましては、１９ページをお開き下さい。学校教育施設等整備事

業債３３，６００千円の減につきましては、給食センター設置工事に伴う国

の交付金の交付決定額の増加に伴い減額をするものでございます。今年度の

地方債発行額は５４５，０００千円となり、臨時財政対策債を除いた地方債

発行額は４３１，１００千円となります。

次に基金の状況でございますが、今回の補正で減債基金１５，４６８千円

の積立を取り止めます。その結果、平成２５年度末の財政調整基金、減債基

金、特定目的基金の合計額は１，６８３，５６３千円の見込みとなります。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第８「議案第７９号」について説明を求めます。

番外森川地域整備課長。

番外森川地 それでは 「議案第７９号、平成２５年度川本町簡易水道事業特別会計補、

域整備課長 正予算（第３号 」について、ご説明申し上げます。）

歳入歳出の補正としましては、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

１３４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４４，０８

３千円とするものでございます。内容につきましては、最終ページに説明資

料を付けておりますので、その説明資料でご説明を申し上げます。

、 。今回の補正は ９月１日の人事異動による人件費の補正が主でございます

まず歳出でございますが、給料及び共済費については、それぞれ１１５千円

と９５千円を減額致します。手当につきましては、扶養・通勤手当をを合わ

せて９７千円を増額し、期末・勤勉手当を合わせて３９千円の減額となりま

す。また、時間外勤務手当につきましては夜間の漏水調査や機械故障の対応
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番外森川地 など実績がかさんだ事から２８６千円の増額とし、手当全体として３４４千

域整備課長 円の増額となり、歳出の合計は１３４千円の増額でございます。

次に歳入でございますが、歳出の増額に伴い水道事業基金から１３４千円

の繰入を行うものでございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第９「議案第８０号」から、日程第１０「議案第８１号」につ

いて説明を求めます。番外長田健康福祉課長。

番外長田健 それでは「議案第８０号、平成２５年度川本町国民健康保険事業特別会計

康福祉課長 補正予算（第３号 」について、ご説明申し上げます。）

この補正予算は、歳入歳出予算総額に、歳入歳出それぞれ１，３６８千円

を追加し、予算総額を６０１，３９５千円とするものでございます。内容に

つきましては最後のページに資料を付けておりますので、そちらで説明をさ

せていただきます。

まず、歳出でございますが、総務費の中の職員手当、時間外手当の増額が

５５５千円、保険給付費の中のコルセット・サポーター等の治療用装具や鍼

・灸に係る一般被保険者療養費が当初の見込みより上回った為８１３千円を

増額するものでございます。

続きまして歳入でございますが、一般被保険者療養費の増額に伴う国・県

の負担金、調整交付金が３９９千円。職員手当の増額に伴う一般会計からの

繰入金が５５５千円。不足分の４１４千円につきましては、基金の取り崩し

を充てる事としております。

以上でございますので、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

々 続きまして 「議案第８１号、平成２５年度川本町後期高齢者医療特別会、

計補正予算（第２号 」について、ご説明申し上げます。）

この補正予算は、歳入歳出予算総額に、歳入歳出それぞれ２００千円を追

加し、予算総額を１４９，８６４千円とするものでございます。内容につき

ましては最後のページに資料を付けておりますので、そちらで説明をさせて

いただきます。

まず、歳出でございますが、被保険者の死亡に伴う過年度分保険料の還付

金を２００千円計上しております。この２００千円につきましては歳入とし

て後期高齢者医療広域連合からの還付金を充てる事としております。

以上でございます、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第１１「議案第８２号」から、日程第１２「議案第８３号」に

ついて説明を求めます。番外森川地域整備課長。

番外森川地 それでは「議案第８２号」について、ご説明申し上げます。



- 15 -

域整備課長 専決処分の承認を求めることについて、であります。この議案は、地方自治

法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしましたので、同条第３項

の規定により議会の承認を求めるものでございます。専決処分事項は、損害

賠償の額を定めることについて。専決処分年月日は、平成２５年１１月１３

日でございます。

次のページをお開き下さい。

専決第１０号でございます。農道の管理に起因して自動車破損事故が発生

しました。その自動車破損修理に係る損害賠償の額が確定し専決処分をした

ものでございます。

事故の相手方は、江津市桜江町川越７２５番地、原田 三紗子様でござい

ます。

事故の概要でございますが、９月２２日午前１時００分ごろ、大邑３工区

農道、大田市境から三俣に抜ける大邑農道でございますが、その農道で自家

用車にて走行中、道路上の落石に右側の前後輪が乗り上げタイヤホイール及

びホイールカバーが破損致しました。場所につきましては次のページに位置

図を載せておりますので、ご覧下さい。大邑農道の三俣側でございまして、

下り坂になる手前の所でございます。今回の事故は農道の管理に起因して発

生した自動車破損事故でありますが、運転者の前方不注意という責任も認め

られましたので、修理費の２分の１の１４，８５８円を町が支払うものでご

ざいます。なお、この修理費につきましては町が加入しております保険で全

額対応するものでございます。

以上、ご承認のほど、よろしくお願い致します。

々 続きまして「議案第８３号、町道路線に認定について 、ご説明申し上げ」

ます。

路線番号、３６６号。路線名は、古布毛住宅団地６号線でございます。
こ ぶ け

最終ページの町道認定路線平面図をご覧下さい。

場所は上因原地内、国土交通省川本出張所へ向かう町道古布毛住宅団地１

号線から旧江川荘跡地に接続する道路でございます。町道側を起点に、旧江

川荘跡地側を終点とし、新規に町道認定するものでございます。

１ページに戻っていただきまして、提案理由としましては、当路線は、既存

の町道と障害者グループホーム及び、今後、町が分譲を予定する用地とを結

、 、 。ぶ 公共性の高い道路でありますので 町道として認定するものであります

延長は４０ｍ、幅員は３．８０ｍから８．７０ｍでございます。

現在の延長は４０ｍでございますが、将来的には現在使われていない土地

の利活用に併せて更にこの町道を延長するものでございます。

以上、ご審議のほど、よろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第１３「議案第８４号」について説明を求めます。

番外谷川産業振興課長。
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番外谷川産 「議案第８４号、公の施設の指定管理者の指定について」の説明を申し上げ

業振興課長 ます。この議案は、地方自治法第２４４条の２第３項及び川本町総合交流タ

ーミナル施設の設置及び管理に関する条例第３条の規定により、当該公の施

設の管理を指定管理者に行わせることにしたので、同法２４４条の２第６項

の規定によって、議会の議決を求めるものであります。

施設の名称は、川本町総合交流ターミナル施設。

指定管理者となる団体の名称、東京都調布市調布ヶ丘三丁目６番地３。

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社、代表取締役 遠山 秀徳。

、 。指定期間 平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日までであります

選定理由につきましては、次ページ、ページ番号１、川本町総合交流ター

ミナル施設の指定管理者候補者の選定結果について、をご覧下さい。

指定管理者候補を募集しましたところ１団体からの応募がありましたので、

川本町公の施設インフォメーションセンター農林漁業体験実習館、総合交流

ターミナル指定管理者候補選定委員会設置規定に基づき、中山間地域研究セ

ンターの有田氏を座長に５名の選定委員さんを指定し、事前に提出されまし

た書類審査及び１１月２６日に募集団対によるプレゼンテーション並びに質

疑・応答、その後、選定委員会を開催していただいて選定結果として提出さ

れたものです。選定にあたっては付帯意見を伏して選定されております。

選定理由としましては、３つ挙げられております。

まず、１番目、施設の管理に対する基本的考えが関連する法令等に基づい

たものとなっている。

２つ目、当該施設の維持管理業務について理解がなされている。

３つ目、維持管理の計画、内容について適正な提案がなされている。とな

っております。

付帯意見につきましては、５つ挙げられております。

１番目、具体な就業形態について。

就労内容や職員の具体なローテーションの仕方等について示すこと。

２つ目、地元産品の活用について。

野菜等の地元産品について、具体的にどのように数量や品目を確保していこ

うとしているのか示すこと。

３つ目、既存受託の指定管理について。

現在受けている指定管理施設について、当初計画との整合性も含めて運営等

がどう改善されたのか示すこと。

４つ目、設備投資について。

今回の提案書には改修を含め、設備投資が見受けられるが、投資計画書を提

出すること。

５つ目、開業までのスケジュールについて。

現管理者との引き継ぎ、雇用計画、現雇用者の扱い、オープンまでのスケジ

ュール等具体に示すこと、の以上について１２月１３日を回答期限として依

頼しております。
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番外谷川産 ページ番号２以降について、１１月２６日のプレゼンテーションの資料が

業振興課長 添付してありますので、参考にご覧下さい。

以上 「公の施設の指定管理者の指定について 、審議のほど、よろしく、 」

お願い致します。

議 長 以上で、執行部からの提案理由の説明を終わります。

々 それでは 「議案第７６号」から「議案第８４号」までの９件について全、

体審議、質疑を行います。

々 ここで、暫時休憩を致します。

。 （ ）１０時４５分より会議を再開致します 午前１０時４５分

々 それでは会議を再開致します。 （午前１０時４５分）

々 ここで、鈩町民生活課長から発言の訂正の申し出がありますので、これを

認めます。番外鈩町民生活課長。

番外鈩町民 失礼します。先ほどの議案説明の中で[ ](かくカッコ)のところの［内

生活課長 縁関係］というところを ［血縁関係］というふうに言っておりました。大、

。 。 。変申し訳ございません お詫びして訂正を申し上げます 以上でございます

議 長 それでは 「議案第７６号」から「議案第８４号」までの９件について全、

体審議、質疑を行います。

々 ここで暫時休憩を致しまして、全員協議会に切り替えます。

しばらくお待ち下さい。

々 （全員協議会に切り替える、議案第７６号から議案第８４号までの質疑）

々 以上をもって議案第７６号から８４号までの、全体審議、質疑を終了いた

します。

、 。 （ ）々 それでは 本会議を再開致します 午前１０時５３分

々 以上をもちまして、本日の本会議は終了と致します。

（ ）午前１０時５３分

この会議録は、川本町議会事務局長 宇山 廣繁 が記載したもので、その内容におい
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て、正確である旨を証するためここに署名をする。

川本町議会議長

川本町議会議員

川本町議会議員


